
会議内容として
1.�貴⽣川駅周辺整備事業の進捗状況について
〇貴⽣川エリアにおける甲賀市の上位計画、�２０４０年を⽬指した
��まちのエリアデザインを説明しました。
Ｑ．エリアデザインで「２０４０年を⽬指した」とありますが、
  何に基づくものですか。計画の前倒しはできないのですか。
Ａ．２０４０年は貴⽣川駅周辺特区構想に基づくものです。
  ２０４０年を⽬指して⼀度に整備するのではなく、段階的まちづくりにより
  整備を進めます。現場は少しずつ変わります。

２．社会実験の概要について、３．意⾒交換
〇まちづくりの⽬標は、（滋賀も含め）甲賀市の魅⼒を向上させ住み続けたいまちづくり
〇ターゲットは、「⼦育て世代」「若⼿の社会⼈」「学⽣」
○市場性（テナント運営の収⽀、マーケットの確認）、社会性（運営者やテナント出店者
 等の担い⼿、滞在する⼈⼝の増加等）について検証する。
Ｑ．理想の形に近い社会実験をしたいと考えています。来年もやるならさらに進化しなく
  てはいけないと考えています。
Ａ．貴⽣川に⼩さな店舗をつくるのではなく、ＪＲ草津線の本数を増やすぐらいの気概
  で取り組んでおります。近隣の事業者と相乗効果で作り上げたいと考えております。
Ｑ．検証の中で、リピーターかどうか判断できる項⽬はありますか。
Ａ．ビックデータを使った検証もするため可能です。また、期間の後半には現地で対⼈の
  アンケート調査を⾏いリピーターか確認を取ります。

４．今後の予定
〇令和７年２⽉１３⽇（⽊）１８時３０分∼＠貴⽣川コミュニティセンター

第18回会議おさらい
⽇時:令和6年11⽉19⽇(⽕)�18時30分 
場所;貴⽣川コミュニティセンター２階集会室����協⼒:⽴命館⼤学阿部研究室
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